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令
和
二
年
秋
田
県
議
会
第
一
回
定
例
会
会
議
録

第
七
号

議
事
日
程
第
七
号

令
和
二
年
三
月
九
日
（
月
曜
日
）

午
前
十
一
時
三
十
分
開
議

第

一
、
知
事
の
説
明

第

二
、
予
算
特
別
委
員
会
へ
の
議
案
付
託
の
件

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

議
事
日
程
に
同
じ

午
前
十
一
時
三
十
分
開
議

本
日
の
出
席
議
員

四
十
二
名

一

番

小

野

一

彦

二

番

松

田

豊

臣

三

番

鳥

井

修

四

番

宇
佐
見

康

人

五

番

住

谷

達

六

番

児

玉

政

明

七

番

小

山

緑

郎

八

番

鈴

木

真

実

九

番

薄

井

司

十

番

加
賀
屋

千
鶴
子

十

一

番

吉

方

清

彦

十

二

番

佐
々
木

雄

太

十

三

番

杉

本

俊
比
古

十

四

番

鈴

木

健

太

十

五

番

佐

藤

信

喜

十

六

番

今

川

雄

策

十

七

番

鈴

木

雄

大

十

八

番

加

藤

麻

里

十

九

番

佐

藤

正
一
郎

二

十

番

三

浦

茂

人

二
十
一
番

小

原

正

晃

二
十
二
番

沼

谷

純

二
十
三
番

髙

橋

武

浩

二
十
四
番

佐

藤

雄

孝

二
十
五
番

北

林

丈

正

二
十
六
番

竹

下

博

英

二
十
七
番

石

川

ひ
と
み

二
十
八
番

東
海
林

洋

二
十
九
番

渡

部

英

治

三

十

番

原

幸

子

三
十
一
番

工

藤

嘉

範

三
十
二
番

近

藤

健
一
郎

三
十
三
番

加

藤

鉱

一

三
十
四
番

佐

藤

賢
一
郎

三
十
五
番

小

松

隆

明

三
十
六
番

石

田

寛

三
十
七
番

三

浦

英

一

三
十
八
番

土

谷

勝

悦

三
十
九
番

柴

田

正

敏

四

十

番

川

口

一

四
十
一
番

鶴

田

有

司

四
十
三
番

北

林

康

司

本
日
の
欠
席
議
員

一

名

四
十
二
番

鈴

木

洋

一

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
に
よ
る
出
席
者

知

事

佐

竹

敬

久

副

知

事

堀

井

啓

一

副

知

事

川

原

誠

総

務

部

長

名

越

一

郎

総
務
部
危
機
管
理
監(

兼)

渡

辺

雅

人

広

報

監

企

画

振

興

部

長

草

彅

作

博

あ
き
た
未
来
創
造
部
長

湯

元

巌

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

佐
々
木

司

健

康

福

祉

部

長

諸

冨

伸

夫

生

活

環

境

部

長

高

橋

修
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農

林

水

産

部

長

齋

藤

了

産

業

労

働

部

長

妹

尾

明

建

設

部

長

小

林

賢
太
郎

会
計
管
理
者
（
兼
）

赤

川

克

宗

出

納

局

長

総

務

部

次

長

神

部

秀

行

財

政

課

長

神

谷

美

来

教
育
委
員
会
教
育
長

米

田

進

警

察

本

部

長

久

田

誠

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

諸
般
の
報
告
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
あ
り
ま
す
議
長
報
告
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
の
で
、
朗
読
を
省
略
い
た
し
ま
す
。

議

長

報

告

（
朗
読
省
略
）

一
、
三
月
九
日
、
知
事
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
下
段
の
と
お
り
そ
れ

ぞ
れ
関
係
委
員
会
に
付
託
し
た
。

（
付
託
委
員
会
）

議
案
第
一
一
六
号

令
和
元
年
度
秋
田
県
一
般
会
計
補
正

(1)

予
算
（
第
七
号
）

議
案
第
一
一
七
号

令
和
二
年
度
秋
田
県
一
般
会
計
補
正

(2)

予
算
（
第
一
号
）

議
案
第
一
一
八
号

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

(3)

に
つ
い
て

議
案
第
一
一
九
号

秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

総
務
企
画
委
員
会

(4)

る
条
例
案

議
案
第
一
二
〇
号

教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
等
に
関
す

教
育
公
安
委
員
会

(5)

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

議
案
第
一
二
一
号

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

福
祉
環
境
委
員
会

(6)

て

議
案
第
一
二
二
号

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

建

設

委

員

会

(7)

て

総

務

企

画

委

員

会

一
件

福

祉

環

境

委

員

会

一
件

建

設

委

員

会

一
件

教

育

公

安

委

員

会

一
件

一
、
三
月
二
日
、
監
査
委
員
か
ら
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、
同

日
、
各
議
員
に
配
付
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告
書

登
載
省
略

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

日
程
第
一
、
知
事
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
知
事
の
発
言

を
許
し
ま
す
。

【
知
事
（
佐
竹
敬
久
君
）
登
壇
】

●
知
事
（
佐
竹
敬
久
君
）

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

追
加
提
案
い
た
し
ま
し
た
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
月
六
日
、
秋
田
市
在
住
者
で
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
乗
客
で

あ
っ
た
六
十
代
の
男
性
及
び
北
海
道
在
住
者
で
本
県
を
訪
れ
て
い
た
十
歳
未
満
の
女

児
の
二
名
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
県
内
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
管
轄
の
保
健
所
に
お
い
て
、
発
症
者
の
行
動
歴
等
に
関
す
る
積
極

的
疫
学
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
濃
厚
接
触
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者
に
対
す
る
健
康
観
察
や
発
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
診
断
・
検
査
な
ど
、
医
療
機
関

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
県
内
で
の
感
染
拡
大
の
防
止
に
最
大
限
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。本

県
で
は
、
感
染
が
拡
大
す
る
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

を
集
中
的
に
講
じ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
、
国
の
要
請

に
応
じ
、
県
内
全
て
の
小
・
中
・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
臨
時
休
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
県
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
や
、
電
話
相
談
の
二
十

四
時
間
対
応
な
ど
、
各
般
の
対
策
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
の
感
染
者
の
発
生
と
い
う
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ

が
冷
静
な
対
応
に
努
め
な
が
ら
、
県
を
挙
げ
て
こ
う
し
た
取
組
を
徹
底
し
て
い
く
こ

と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
多
く
の
面
で
不
自
由
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

感
染
の
拡
大
を
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
重
大
な
状
況
に
陥
る

こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
御
理
解
の
上
、
手
洗
い
や
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
と

い
っ
た
基
本
的
な
感
染
症
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
集
会
や
行
事
開
催

の
再
検
討
な
ど
に
つ
い
て
も
御
配
慮
く
だ
さ
る
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
は
、
国
に
対
し
て
的
確
な
情
報
開
示
を
求
め
つ
つ
、
新
た
に
示
さ
れ
る
緊
急

対
応
策
な
ど
を
踏
ま
え
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
加

え
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
の
融
資
や
、
県
民
か
ら
の
生
活
上
の

相
談
に
対
応
す
る
「
県
民
相
談
窓
口
」
の
設
置
な
ど
、
幅
広
い
切
り
口
か
ら
影
響
緩

和
と
不
安
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
追
加
提
案
い
た
し
ま
し
た
補
正
予
算
案
及
び
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
は
、
国
直
轄
災
害
事
業
負
担
金
や
Ｃ
Ｓ
Ｆ
等
緊
急
防
疫

対
策
事
業
な
ど
、
各
種
事
業
の
実
績
見
込
み
に
よ
る
減
額
等
に
つ
い
て
計
上
し
て
お

り
、
一
般
会
計
補
正
額
は
、
四
億
二
千
百
六
十
七
万
円
の
減
額
、
補
正
後
の
総
額
は
、

五
千
九
百
三
十
七
億
五
千
六
百
七
十
三
万
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
二
年
度
補
正
予
算
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
「
あ
き
た
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
や
検
査
体
制
の
整
備
に

要
す
る
経
費
等
を
計
上
し
て
お
り
、
一
般
会
計
補
正
額
は
、
三
億
七
千
百
四
十
九
万

円
、
補
正
後
の
総
額
は
、
五
千
七
百
九
十
七
億
八
千
五
百
四
十
九
万
円
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
単
行
議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
」
は
、
教
育
長
の
辞
職
に
伴
う

後
任
の
任
命
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
秋
田
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
一
部
の
電
気
供
給
業
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
、
課
税
方
式
の
見

直
し
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
提
出
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、

御
可
決
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

次
に
、
日
程
第
二
、
予
算
特
別
委
員
会
へ
の
議
案
付
託

の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
議
案
第
百
十
六
号
及
び
議
案
第
百
十
七
号
は
、
予
算
特
別

委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
】

●
議
長
（
加
藤
鉱
一
議
員
）

御
異
議
な
い
も
の
と
認
め
ま
す
。
議
案
第
百
十
六
号
及

び
議
案
第
百
十
七
号
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
で
、
本
日
の
日
程
は
、
全
部
終
了
し
ま
し
た
。

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
一
時
三
十
五
分
散
会
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